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　目的　衣服の着心地感を定量化するために、液圧平衡方式による。衣服圧の測定を行っ
た。本研究で使用した計測ｼｽﾃﾑの受感部は人体の軟部でも測定可能な柔軟性を持ち、静止

時だけでなく、動作時にも測定可能で再現性も良いことがわかった。そこで、この方法を
紹介し、併せてｼｽﾃﾑの較正方法とその若干の応用例を示し、人が着用時に感じる、快・不

快と衣服圧の関係について報告する。
　方法　検出に使用した受感部は日本光電社製の脳圧ｶﾃｰﾃﾙTM-200Tで。その圧力変換は血

圧ﾄﾗﾝｽrﾕｰｻﾞｰTP-300Tで行った。信号の増幅は血圧ｱﾝﾌﾟﾕﾆﾌﾄAP-641Gで行い、波形はｼﾝｸﾛ

ｽ3-ﾌﾟでﾓﾆﾀｰしながら記録計に出力させた。又。波形はTEAC社製のRD-UIT･ PCMﾃ-ﾀﾚ]-ﾀﾞ1-

に磁気記録させた。計測ｼｽﾃﾑの較正は水圧と生体上腕部に血圧測定用加圧布を巻いて行っ

た。人体への応用では、ｳｪｽﾄA }＼ﾄの締め率による圧力変化を測定した。
　結果　水圧による較正法ではｼｽﾃﾑの読みと水圧との関係は0～120imHgの範囲でよく一致

し、tｽﾃ)ｼｽは認められなかった。受感部の周囲風35,37,39°Cにおけるｾﾞp点の経時変化は、

最大0.75mmHg/hrであった。　血圧測定用加圧布を用いた較正(0～150iiHgで直線性有り)では
被検者の最高血圧付近で動脈拍が加重記録され、加圧布付属の水銀柱の指示とｼｽﾃﾑの記録

計の出力とが同期していた。ｼｽﾃﾑの応答のTime constantは約157.3nsで、人体の動きに充

分追従できることがわかった。応用例では、胴囲の締め率が大きくなる程衣服圧は高くな

り、40mBHg以上では不快感を伴った。又胴囲の様な呼吸に影響され易い測定カ所の衣服圧

は、呼気時に最小値、吸気時に最大値を示し。連続して変化していることがわかった。
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目的　ファウンデーションの中でブラジャーは、少女から高齢女性に至る広い範囲の年

齢層に着用され、着用率が最も高い。本研究は、４種のサンプルを用

よる着用感と衣服圧との関係を検討した。

　方法　試着テストをブラジャーの適合サイズがＢ 70、Ｃ 70の被験者

26名について、同一メーカ一のカッテング及び構成方法が異なるサン

プル３種を用いて行い、総合的着用感と不快と感じる部位について調

査した。次に、衣服圧の測定を被験者９名について適合サイズサンプ

ル４種を用いて行った。測定部位は図1に示す６点である。計測シス

テムの受感部は、日本光電社製の脳圧カテーテルＴ Ｍ -200T である。

図１　測定部位

結果　①試着テストでは、Ｂ 7 0の被験者では乳房の被覆面積が　3／4カップのタイプ２種

の着用感が良く、C 70の被験者ではフルカップ型でワイヤレスのものが良い結果になった

。不快を感じる部位は、ワイヤー入りではワイヤー部位に、ワイヤレスではトップの浮き

が指摘された. ②衣服圧の測定では、部位別にみると、自然呼吸では肩線上が15パ3～29.4

2iBiiiHgで最も高く、次は前狼冑線との交点（口点）で8.81~15.98BniHg, 3番目は肩甲線上

で10.68～14.0211 HlHgである。胸式呼吸では、0.3 1-7.33llllHgの範囲で自然呼吸よりも高い

値を示した。種類別では、ソフトワイヤ一はどの部位でも最も高い値を示した。シームレ

スは肩甲線上では高い値を示したがその他の部位は最も低い。他の２種は部位別にバラツ

キがみられた。カッテッグや構成方法の違いが衣服圧に影響しているのが認められた。


